
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 新たな学校づくり 】 
 

      

（仮称）Ａ小学校  

○ もと東桃谷小  
 
東桃谷

小 
勝山小 

北鶴橋

小 
鶴橋小 

（仮称）Ａ中学校  

◇ もと勝山中＋ 

△ もと鶴橋小（第2運動場） 

 勝山中 鶴橋中 

 
      

（仮称）Ｂ小学校  

○ もと中川小 
 御幸森小 中川小 

舎利寺小 

（一部） 

◇ 大池中  大池中 

 
      

（仮称）Ｃ小学校  

○ もと西生野小  
 林寺小 生野小 

舎利寺

小(一部) 
西生野

小 

◇ 生野中  生野中 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

      

（仮称）Ｄ小学校  

○ もと田島小 
 生野南小 田島小 

◇ 田島中  田島中 

 

 

 

 

 Ⅰ 

 Ⅳ 

 Ⅱ 

 Ⅲ 

⽣野区⻄部地域学校再編整備計画（案） （概要版） 

子ども達にとっての 

より良い教育環境が 

あるまち 

安心して子育てが 

できるまち 
災害に強いまち 

○ 新たな小学校の施設として活用 

◇ 新たな中学校の施設として活用 

△ 新たな中学校の第2運動場として活用 

①基本合意（現小学校区単位） 

【メンバー】 

地域まちづくり協議会理事長、 

PTA会長 

【合意事項】 

再編対象校、新学校の配置及び 

新たな学校づくりに向けた 

今後の進め方 

【確認書作成】 

 メンバーと区長による署名 

②学校設置協議会の運営方法の合意 

【メンバー】 

地域まちづくり協議会理事長、PTA会長 

【合意事項】 

構成員、検討項目、意思決定の方法 

など運営方法 

③●●中学校区学校設置協議会での合意（※新しい学校区単位） 

【メンバー】学校協議会委員を中心に、地域まちづくり協議会理事長、PTA会長、 

学校長、区役所、教育委員会事務局 

【合意事項】開設時期、校名、校章、校歌、標準服など、通学の安全・移行準備 
等に関すること  

【提案事項】教育内容に関すること【部会の設置】検討課題に応じて部会設置 

④「学校跡地検討会議」による跡地利活用の検討 

【メンバー】跡地（校舎）が生じる校区の地域まちづくり協議会より選出 

【検討事項】防災拠点としての活用、地域コミュニティの活用ニーズ 

勝山中学校区及び鶴橋中学校区  Ⅰ 

大池中学校区  Ⅱ 

生野中学校区  Ⅲ 

田島中学校区  Ⅳ 

（１）すべての小学校をいったんリセットし、新たな学校づくりを推進 

（２）安定的に持続可能な学校規模として、小中学校ともに学年複数クラスを確保 

（３）新たな学校の場所は、いま学校がある場所の中から選定 

（４）中学校区を単位に「１中学校＝１小学校」を基本とした小中一貫した教育へ再編 

（５）幼少期から中学校卒業までつながる安心な子育て環境づくりを推進 

（６）これまでの地域コミュニティを大切にしながら、新たな教育コミュニティを展開 

（７）教育環境の充実や子育て支援体制づくりを推進 

（８）学校跡地の防災機能の維持・充実と、まちの活性化のための活用 

（９）安全・安心に登下校できる通学路の安全確保 

（10）保護者・地域住民の参画による協議の場を設置 

 

【 今後の進め方 】 

開 校 

部会 

・児童生徒一人ひとりの義務教育9年間を経年的かつ継続的に把握するきめ細かな支援 

・小中学校教員の専門性を生かした一部教科担任制など教科指導の充実 

・学校再編後の児童生徒をきめ細かくサポートできる体制を構築 

・読書活動の充実や学校図書館を活性化するなど、学校長の特色ある取り組みを支援 

・小学校高学年からの部活動などに加え、技術指導者の招へいや民間委託による部活動 

の充実 

・民間事業者を活用するなど学校での放課後学習の充実 

⽣野区⻄部地域教育特区構想の実現に向けて 

 小中一貫したよりよい教育環境づくり 

ま ち の 姿 

●●中学校区 

学校整備計画 

 安 心 な 子 育 て 環 境 づ く り 
・より身近な子育て相談の充実 

・親や子どもの人とのつながりに結びつく交流の場づくり 

・子どもの健全育成の取組の充実 

・次世代を担う子どもの地域・社会への貢献意識の醸成 

 学 校 の 跡 地 活 用 方 針 
・小学校は、防災拠点として活用するとともに、多様な運営方法から跡地活用の方法や 

用途を検討 
・中学校は、大阪市の未利用地活用の考え方にもとづき、処分・有効活用を検討 

・跡地の利活用は「学校跡地検討会議」にて検討 

生野区西部地域 

学校再編整備 

計画 


